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通
行
不
可
能
と
な
つ
た
、
現
在

は
室
し
く
山
風
に
さ
ら
さ
れ
、
雑

草
生

ひ
茂

る
の
み
で
あ
る
。

上
越
爾
國
を
直
接
結
ぶ
鐵
道
が
企
書

さ
れ
た
の
は
す
ゐ
分
と
舊

い
時
代

か
ら
で
あ

つ
た
が
、

機
運
熟
さ
す
、
其
都
度
挫
折
の
運
命

と
な

つ
た
。
信
越
線
の
開
通
に
よ
り
、

三
時
中
止
の
形
が
あ
つ
た

が
、
そ
の
後
必
要
を
感

す
る
や
う
に
な
り
、
大
正
八
年
上
越
線
敷

設

の
議
が
成

つ
た
の
で
あ
る
。

以
上
清
水
燧
道
工
事
と
清
水
峠
に
關
し
て
そ
の
歴
史
を
述

べ
た

の
で
あ
る
が
、
清
水
燧
道
は
清
水
峠
の
南
西
方
約
七
粁
の
處
を
通

過
し
て
居
り
、
越
後
口
は
舊
清
水
越
國
道
筋
の
登
川
と
三
國
街
道

筋

の
魚
津
川

の
中
程

の
魚
野
川
に
面
し
て
ゐ
る
。
高
さ

一
九
七
四

米

の
茂
倉
岳

(前
掲
本
誌
に
藤
倉
岳
と
あ
る
は
誤
り
)
の
直
下
を

通
過
し

て
居

り
、
冠
り
の
深
さ
は
最
大
四
千
呎

に
も
及
ん
で
居
る
。

本
燧
道
が
清
水
峠
直
下
を
通
過
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
讃
者
疾

く
に
御
承
知

の
事
と
思
ふ
。

上
越
線
の
全
通
に
よ
り
、
東
京
か
ら
越
後
魚
沼
地
方

へ
は
非
常

に
近
く
な

つ
た
し
、
單

に
物
資
輸
迭
上
便
利
に
な

つ
た
の
み
な
ら

す
、
上
越
國
境

の
山
々
や
多
数
の
温
泉
等
、
今
ま

で
東
京
方
面
の

人

々
に
知
ら
れ
な
か
つ
た
處

も
、
親
し
み
が
持
て
る
や
う
に
な
つ

た
。
冬

の

ス
キ
ー
、

夏

の
登

山

・
温
泉

巡
り

に
上
越
國

境
地
方

は

盆

々
賑

ふ
こ
と

で
あ
ら
う

。
(豊

田
英
義

)

●

ア

ジ

ア
探

検

中

絶

か

前
號
雑
報
に
報
じ
た
如
く
ア
ー

川
博
士
の
ア
ジ
ア
横
断
探
檢

は
カ
ブ
ー

ル
に
向
ひ

つ

あ
る
が
、

是
を
新
彊
省
迫
化

に
迎

へ
て
共
同
調
査
を
な
す

べ
ぐ
同
地
に
出
張

中

で
あ
つ
た
北
李
斑
は
斑
内
の
葛
藤
よ
り
南
京
政
府

に
調
査
を
嚴

禁

さ
れ
た
爲
、
支
那
團
長
楮
民
誼
氏

は
、
同
地
か
ら
北

李

に

向

ひ
、
フ
ラ

ン
ス
代
表
ボ
ア
ン
も
支
那
軍
人
に
護
迭
さ
れ
北
卒

に
向

ひ
つ

あ
る
。
未
だ
詳
報
に
接
せ
ざ
る
た
め
北
卒
斑
の
佛
支
全
團

員
も

一
緒
か
否

か
疑
問
な
る
も
、
ア
ー
ル
博
士
の
本
隊
も
逼
化
着

の
上
は
軍
隊

の
監
視
付
に
て
北
平
に
迭
ら
る
べ
く
決
定
し
居

る
を

以

つ
て
、
同
探
極
隊
の
前
途
は
實
に
暗
澹
た
る
も
の
あ
り
。

◎

米

綿

の
收

獲

豫

想

ア
メ
ソ
ヵ
合
衆
國
に
於
け
る

一
九

二
〇
年
以
來
の
綿
實
收
高

は
左
表
の
通
り
で
あ
る
が
本
年
度

の
收

獲
豫
想
は
千
五
百
、
五
十
入
萬

四
千
俵
と
米
國
農
務
省
か
ら
磯
表

さ
に
た
。



即
ち

一
エ
ー

カ
ー
當
り
の
收
穫
高
は

三
九
二
九
年
に
は
百
五
十

五
封
度
、
三
〇
年

に
は
百
四
十
八
封
度

で
あ
つ
た
の
に
封
し
、
本

年
は
百
八
十
六
封
度
と
見
積
れ
て
ゐ
る
繹
で
甚
し

い
増
收

で
あ

る
。
而
し
て
本
年
八
月
以
降

一
ヶ
年

の
滑
費
量
を
千
三
百

二
十
萬

俵
と
し

て
も
術
二
百
四
十
萬
俵
に
近

い
供
給
過
剰

と
な
り
、
汐更
ら

に
本
年
七
月
の
持
越
高

九
百
三
十
萬
俵
を
加

へ
れ
ば
合
計
千
百
萬

以
上
と
あ
る
。

◎

ロ

シ

ア

の

石

油

ソ
ヴ

エ
ト

ロ
シ
ア
の
石
油
は
五
ケ

年
計
豊

に
基
づ
き
着

々
産
額
を
増
加
し
、

一
昨
年
は
九
千
九
百
五

十
萬
七
千

バ
ー
レ
ル
、
昨
年
は

一
億
三
千
五
百
十
六
萬
五
千
バ
ー

レ
ル
の
實
績
を
學
げ
本
年
の
計
書

三
億
九
千
二
百
五
十
萬

バ
ー

レ

ル
も
正
に
實
現
す

べ
き
可
能
性
を
有
し
、

一
方
世
界
市
場

に
投
頁

り
を
行

つ
て
ゐ
る
の
で
各
國

の
脅
威
と
な

つ
て
ゐ
る
が
、
昨
年
に

於

け
る

ロ
シ
ア
石
油
の
仕
向
地
別
輪
出

数
量
は
次
の
通
り
で
あ
つ

た
。英

國

九
七
三

・
一

一
六
英
噸

然

る
に
本
年
は
更
ら
に
東
洋
市
場

へ
も
手
を
伸
ば
し
、
上
海
に

ソ
エ
ー
ズ

・
ネ
フ
チ
の
代
表
部
が
新
設

さ
れ
、
約
四
千
箱
の
ガ

ソ

ソ
ン
油
が
入
つ
た
が
、
最
近
若
干
数
量
の
重
油
及
ガ

ソ
リ

ン
が
日

本
内
地
に
も
現
は
れ
内
地
某
石
油
會
冠
で
は
ロ
シ
ア
原
油
の
輸
入

を
交
渉
中

で
あ
る
と
い
ふ
。

◎

淋
水
艦

に

よ

る
北

極
探
検

八
月
五
日
午
後
ベ
ル
ゲ

ソ
を
出
發

し

た
ウ

イ
ル

キ

ン
ス
大
尉

の
北

極
探
檢

漕
水
艦

ノ
ー

ヂ

ラ

ス
號

は

ノ
ル
ゥ

エ
ー

の
西
海
岸
傳

ひ
に
北

上
を
績

く

る
こ
と
三

日
十

九
時
間

、
九

H
十

一
時

ト

ロ
ム
ぜ
ー

に
到
着

し

た
。
此
處

で

燃
料
等

の
補
給
を

な
し

た
上
、

翌
十

日
更
ら

に

ス
ピ

ツ

ッ
ベ
ル
ゲ

ン
に
向

つ
て
出
登
し

た
が
、
十

五
日
午
後

六
時

ス
ピ

ツ

ッ
ベ
ル
グ

ン
の
西
岸

ア
ド

ウ

エ
ン
ト
灣

頭

の

ロ
ン
グ
ー

ヤ
ー
に
到
着
し

た
と

云

ふ
。

ロ

ン
グ
イ

ヤ
ー

で
燃
料

の
補
給
、

エ
レ
ヂ

ン
の
調
飾
等

最

後

の
準
備

を
な
し

た
上

で
、

い
よ

十

七

日
同
所

を
出
發

し
て

北
極
洋

の
漕
航

探
檢

に
出
發

す

る
筈

で
あ

る
。

即
ち
北

極
探
檢

の
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